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令
和
元
年
度
通
常
総
会
開
催

県
連
会
長
挨
拶 

 

根
岸

武
雄

み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
こ
ん
に
ち
は
、
県
校
友
会
の

総
会
に
て
令
和
元
年
度
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
蕨
連
協
の
根
岸
武
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
会
以
来
日
々
大
変
な
役
だ
な
と
重
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

果
た
し
て
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
る
こ

と
が
出
来
る
か
否

か
で
不
安
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
縮
小
途

中
の
「
脳
み
そ
」
を
フ

ル
回
転
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
校
友

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
歴
代
の
会
長

を
中
心
と
し
た
執
行
部
の
方
々
は
会
員
数
の
減
少

を
如
何
に
食
い
止
め
る
か
が
頭
痛
の
種
だ
っ
た
と

ご
推
察
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
の
会
員
数
は
残
念
な
が
ら
昨
年
比

１
０
０
０
名
減
の
３
７
０
０
名
に
な
り
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
此
処
を
底
に
少
し
で
も
右
肩
上
が
り

の
形
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
執
行
部
も
知
恵

を
絞
り
ま
す
が
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
三
人

寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
で
３
７
０
０
名
の
会
員
の
皆

様
の
知
恵
を
お
借
り
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員
数

の
増
加
策
、
こ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
ク
ラ
ブ
活
動
を
含

む
日
頃
の
活
動
や
事
業
活
動
へ
の
ご
意
見
等
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
、
ど
ん
な
些
細
な
事
で
も
積
極

的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
女

性
の
会
員
の
皆
様
に
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

を
多
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
即
実
行
出
来
る
も

の
は
実
行
い
た
し
ま
す
。
我
々
は
校
友
会
を
次
の
人

達
へ
繋
ぐ
の
が
使
命
で
す
。「
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
よ
く
」
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

１
年
間
執
行
部
を
ご
支
援
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
県
連
協
役
員

会

長 
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岸
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（
蕨
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副
会
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野
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司
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兼
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清
水

希
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春
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中
村

光
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入
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稲
葉

賢
治
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入
間
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会

計 
 

星
野

榮
司
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蕨
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栗
原

幸
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監
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澤
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熊
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加
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政
純

（
川
越
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◇
令
和
元
年
度
の
会
議
日
程

総
会 

 

令
和
元
年
５
月
１
７
日（
金
）

理
事
会

第
１
回
６
月
２
１
日(

金)

第
２
回

９
月
１
３
日(

金)

第
３
回

12
月
１
３
日(

金)

第
４
回
令
和
２
年

２
月
１
４
日(

金)

第
５
回
令
和
２
年

４
月

１
７
日(

金)
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浦
和
連
協

令
和
元
年
が
ス
タ
ー
ト
、
昨
年
同
様

２
０
０
名
の
仲
間
が
、
健
康
第
一
・

元
気
が
一
番
を
目
途
に
集
い
ま
す
。

校
友
会
の
原
点
で
あ
る
、
生
涯
学
習
、

地
域
貢
献
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進
に
、

お
互
い
の
思
い
や
り
と
励
ま
し
合
い

を
基
に
元
気
に
楽
し
く
推
進
し
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

重
点
目
標
は
、
校
友
会
事
業
へ
の
５

０
％
以
上
の
参
加
推
進
・
他
学
園
、

シ
ニ
ア
大
学
と
の
連
携
と
交
流
の
推

進
で
す
。
主
な
事
業
は
、
５
月
大
型

バ
ス
２
台
に
て
筑
波
山
散
策
、
９
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
１
０
月
ク
ラ
ブ

活
動
交
流
会
、
特
別
公
演
会
、
講
談
・

落
語
、
令
和
２
年
２
月
第
１
２
回
文

化
祭
、
埼
玉
会
館
他
、
各
期
主
催
事

業
・
他
学
園
主
催
事
業
へ
の
協
賛
と

参
加
、
県
連
協
、
重
点
３
大
事
業
へ

の
積
極
的
参
加
。
社
会
奉
仕
活
動
と

し
て
、
１
０
月
赤
い
羽
根
街
頭
募
金

活
動
、
各
期
に
て
有
志
募
金
活
動
。

広
報
活
動
と
し
て
、
広
報
紙
「
う
ら

れ
ん
き
ょ
う
」
を
年
３
回
発
行
し
、

浦
連
協
事
業
の
報
告
、
予
定
の
ｐ
Ｒ
、

各
期
の
事
業
内
容
等
を
会
員
各
位
に

発
信
し
、
事
業
へ
の
関
心
と
参
加
増

へ
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

浦
連
協
会
長

田
口

弘
三

熊
谷
連
協

校
友
会
活
動
を
楽
し
む
！

毎
日
が
平
穏
に
静
か
に
過
ぎ
る
こ

と
こ
そ
、
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
。

物
事
が
予
定
通
り
進
む
と
楽
し
い
。

心
の
か
よ
う
仲
間
と
語
り
合
い
、

計
画
し
、
実
行
す
る
。
そ
の
時
の
達

成
感
は
素
晴
ら
し
い
。

と
も
に
学
ん
だ
友
が
身
近
に
い
る
。

気
兼
ね
は
な
い
。「
い
ざ
と
い
う
時
の

友
こ
そ
本
当
の
友
」
と
い
う
。
こ
の

友
こ
そ
校
友
会
の
仲
間
。
こ
の
仲
間

達
と
今
年
も
校
友
会
活
動
を
楽
し
み

た
い
と
思
う
。

令
和
元
年
、
熊
連
協
が
伝
統
を
誇

る
次
の
三
大
事
業
の
実
施
日
は
次
の

通
り
。

①

学
習
会

９
月
７
日
（
土
）

熊
谷
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

②
文
化
祭

１
１
月
１
４
日
（
木
） 

 
 

 
 

～
１
７
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

熊
谷
市
立
妻
沼
展
示
館

③
芸
能
祭

令
和
２
年
２
月
１
５
日

（
土
）

熊
谷
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

熊
連
協
会
長

中
島
武
久
記

川
越
連
協

【

基
本
方
針

】

経
験
豊
富
な
校
友
会
が
三
団
体
退
会

し
た
連
協
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
基
本
方
針
は

「
役
員
年
番
制
実
施
に
伴
う
、
障
害

評
価
と
、
低
減
対
策
の
実
行
。
」

【

活
動
方
針

】

一
、
在
校
生
の
川
連
協
会
入
会
促
進
。

一
、
各
事
業
省
力
化
。

（
担
当
者
負
担
減
）

一
、
収
入
不
足
に
伴
う
、
補
填
対
策
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
県
連
事
業
芸
能
祭
実
行
窓
口
と

 
 

し
て
の
運
営
。

【

予
定
事
業
等

】

四
月

定
期
総
会

六
月

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

九
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

十
一
月

文
化
祭

一
月

新
春
初
詣
日
帰
り
バ
ス
旅
行

二
月

在
校
生
川
連
協
案
内

三
月

会
報
発
行

蕨
連
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蕨
連
絡
協
議
会
は
本
年
二
十
八
期

生
九
十
四
名
を
加
え
八
百
十
一
人
の

校
会
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
各
期

会
長
、
企
画
部
長
が
参
加
し
て
各
期

学
習
会
の
年
間
予
定
を
発
表
。
各
期

独
自
、
及
び
他
期
校
友
会
員
参
加
学

習
会
の
開
催
等
が
発
表
さ
れ
、
本
年

も
活
発
な
学
習
会
が
期
待
さ
れ
更
に

交
流
が
深
ま
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

当
学
園
も
蕨
市
庁
舎
の
建
て
替
え
で

令
和
二
年
か
ら
四
年
間
教
室
が
使
用

で
き
な
い
。
先
行
き
が
不
安
で
あ
る
。

行
事
予
定

九
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

十
月

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

十
一
月

演
芸
大
会

本
年
は
県
連
協
の
順
番
と
は
い
え
、

「
会
長
」
「
副
会
長
」
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。
蕨
連
協
各
期
会

長
及
び
県
連
協
各
理
事
皆
様
方
の
ご

協
力
の
も
と
任
を
全
う
し
た
い
。

蕨
連
協
会
長

星
野
榮
司
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県
連
協
所
在
地
の
町
・
市
標

 
 

 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

伊
奈
連
協

本
年
度
も
会
員
数
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
専
攻
課
程
４
期
４
１
名
の
新

入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。引

続
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
楽
し

く
有
意
義
な
交
流
の
場
が
提
供
出
来

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
重
点
目
標
・
方
針
で
す
。

①
音
楽
等
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
親
睦
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
（

昨
年
度
か
ら
会
費
制
で
実
施
）
、
②

地
区
Ｏ
Ｂ
会
や
サ
ー
ク
ル
諸
団
体
お

よ
び
在
校
生
と
行
事
等
で
交
流
を
深

め
る
。

伊
奈
連
協
事
業
計
画

○
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

九
月
十
二
日
（
木
）

○
音
楽
等
イ
ベ
ン
ト

十
月
（
予
定
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
会

十
一
月
九
日
（
土
）

春
日
部
連
協

今
や
人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
言
わ
れ

長
寿
を
価
値
づ
け
る
社
会
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
己
の
感
性
を

磨
く
社
会
の
到
来
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
春
日
部
連
協
も
そ
の
時
流
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
普
段
の
活
動

の
中
で
一
〇
〇
年
を
生
き
る
感
性
を

磨
き
培
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
着
眼
点
は
「
健
康
維
持

を
全
て
に
優
先
す
る
」「
自
分
に
適
し

た
ラ
イ
フ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
や
り

が
い
を
創
出
す
る
」「
仲
間
同
士
、
緩

や
か
な
つ
な
が
り
を
持
つ
人
間
関
係

を
築
く
」
こ
と
で
す
。

春
日
部
連
協
事
業
計
画

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
二
回

〇
文
化
祭

演
芸
の
部
・
展
示
の
部

〇
講
演
と
音
楽

〇
「
春
連
協
た
よ
り
」
の
発
行

三
回

〇
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〇
地
域
諸
団
体
と
の
交
流
活
動

 
 

入
間
連
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
間
連
協
は
、
今
年
度
３
７
５
名
の

会
員
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

明
る
く
・
元
気
に
・
楽
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
各
期
理
事
の
皆
さ
ん
と

ご
一
緒
に
事
業
計
画
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

連
協
の
事
業
と
し
て
９
月
度
のG

G

大

会
、
文
化
祭
展
示
会
１
１
月
度
予
定

演
芸
会
は
、
例
年
で
す
と
１
１
月
度

に
展
示
会
と
同
時
に
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
耐
震
工
事
た
め

来
年
２
月
度
開
催
を
目
指
し
て
会
場

を
模
索
中
で
す
。
そ
の
他
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
の
社
会

貢
献
活
動
等
幅
広
く
活
動
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
文
化
祭
当
日
に

は
切
手
や
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
等
を
集

め
、
県
の
老
人
ホ
ー
ム
施
設
へ
の
寄

付
を
行
う
予
定
で
す
。
今
年
で
、
４

回
目
と
な
り
ま
す
。
入
間
連
協
と
し

て
、
年
間
の
事
業
の
場
を

会
員
の
皆
様
が
、
楽
し
く
集
う
交
流

の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

入
間
連
協
会
７
期
会
長

中
村
光
則

【
豆
知
識
】
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◇
編
集
後
記
◇

こ
の
県
連
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
に
あ
た

り
、
各
県
連
の
会
長
及
び
広
報
部
担
当
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
皆
さ
ま

が
健
康
で
活
発
な
活
動
を
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
吉
日

い
き
が
い
大
学
春
日
部
学
園

校
友
会
連
絡
協
議
会

広
報
部

    [平成３０年度の事業実績概要]
[会議]
①平成３０年度総会 平成３０年５月１８日（金）

②理事会（５回） ６月２２日、９月１４日

１２月７日、平成３１年２月８日、４月２７日

[事業]
①第１回公開学習 平成３０年６月１９日（火）

『事例発表』・入間鼻笛クラブハナミズキ（入間連協）

      ・いきがい楽団サウンドホース（熊谷〃）

『講演』「定年後の人生 夫そして妻」内館 牧子氏

②県連協ニュース  ６月末発行

③いきいき創作展９月２８日（金）～１０月１日（日）

④社交ダンスの集い １０月５日（金）蓮田体育館

⑤いきいきフェスティバル １１月１８日(日)
⑥グラウンド・ゴルフ交歓大会 １０月９日（火）

⑦第２回公開学習 １２月１３日（木）

『講演』「寂聴先生と私」 瀬尾 まなほ氏

⑧芸能祭 平成３１年３月４日（月）蓮田市文化会館

⑨県連協会報発行 ３月末日

[平成 30 年度決算の概要]

収入額          654,945 円

内訳

① 会費         472,400 円

② 雑収入           3 円

③ 前期繰越       182,542 円

支出額          485,137 円

内訳

① 事業費              388,857 円

② 事業協力費           60,000 円

③ 事務局費             15,940 円

④ 傷害保険料           20,340 円

⑤ 予備費                    0 円

次年度繰越金      169,808 円

     [令和元年度の事業計画概要]
[関連事業含む]

①第１回公開学習 令和元年 7 月 16 日（火）

大宮ソニッククシティー 大ホール
『事例発表』・ウクレレクラブ・リリアン U（蕨連協）

・オーバーザリバーカントリークラブ（川越連協）
・和気あいあい（入間連協）                       

『講演』「生き生き日本語」 金田一秀穂氏

②県連協ニュース  ６月末発行

③いきいき創作展 9 月 26 日（木）～9 月 29 日（日）

  埼玉会館

④社交ダンスの集い 10 月 4 日（金）蓮田総合文化会館

⑤いきいきフェスティバル 11 月 17 日(日)
  県民活動センター

⑥グラウンド・ゴルフ交歓大会 10 月 15 日（火）

  熊谷スポーツ文化公園くまがやドーム

⑦第２回公開学習 12 月 18 日（木）

  大宮ソニックシティ― 大ホール

⑧第８回芸能祭  令和２年３月初旬

⑨県連協会報発行 同年３月

[令和元年度予算の概要]

収入額                  539,810 円

内訳

① 会費              370,000 円

② 雑収入                  2 円

③ 前期繰越金        169,808 円

支出額           539,810 円

内訳

① 事業費              370,000 円

② 事業協力費           70,000 円

③ 事務局費             20,000 円

④ 傷害保険料           18,810 円

⑤ 予備費            61,000 円
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１．彩の国いきがい大学公開学習 参加者募集中！

「彩の国いきがい大学第１回公開学習」のご案内です。
今回の講演会の講師には、テレビなどでもご活躍の金田一秀穂氏をお招きし、
『生き生き日本語』をテーマに開催いたします。
また講演会の前には、地域でいきいきと活動されている彩の国いきがい大学卒業生の
団体に、日ごろの活動発表をしていただきます。

一次受付は終了しましたが、２階席はまだ余裕がございます。先着順にて受付させて
いただきますので、ご希望の方は、電話・FAX・メールフォームからお申込みください。

◇日 時 令和元年７月１６日 火曜日 13時～16 時（入場：12 時～）
  ◇会 場 ソニックシティ 大ホール
  ◇ 内 容

●第１部 卒業生による活動発表 ３団体
出演・ウクレレクラブ・リリアン U  （蕨学園校友会）

・オーバーザリバーカントリーダンスクラブ
（川越学園４２期校友会）

・和気あいあい      （入間学園２期校友会）
   ●第２部 講演会
    講師：金田一秀穂氏（杏林大学外国語学部教授）
    演題：『生き生き日本語』

  ◇ 費 用 ２階席：500 円（600 席・先着順） １件の申込みにつき、
手数料１６０円をご負担ください。

   ◇ お支払 ゆうちょ銀行からのお振込み（入金確認後、チケットを郵送いたします）

※問合せ：公益財団法人いきいき埼玉 いきがい支援担当

電 話：048-728-7951(土日祝を除く 9:00～17:15）

http://www.ikg-saitama.jp

２．彩の国プラチナフェスティバル第３０回いきいき創作展

  ◇日 時   令和元年９月２６日（木）～９月２９日（日）

          9：30～16：30（最終日は正午まで）

  ◇会 場   埼玉会館（さいたま市浦和区高砂 3-1-4）

  ◇部 門   日本画 洋画 書 写真 工芸 文芸

  ◇問い合わせ 上記いきがい支援担当

３．『彩の国いきいきフェスティバル』参加団体募集

◇日 時   令和元年 11月 17 日（日）10：00～15：00 [準備日 １１月１６日（土）]

◇会 場   埼玉県県民活動センター

  ◇内 容   子どもから高齢者まで世代を超えた交流を行えるもの

  ◇出展場所  セミナー室を予定しています

  ◇申し込み  各学園校友会連絡協議会で取りまとめ「いきいき埼玉・活動支援担当」へ

  ◇締め切り  7 月末日

  ◇問い合わせ 上記活動支援担当

『公益財団法人いきいき埼玉からのお知らせ』


